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２ １７

コンソーシアムをイノベーションの起点とする産学官連携と価値共創

〜おおさかグリーンナノコンソーシアムの事例より〜

○高田耕平、中許昌美、大野敏信、内村英一郎、国方京子（大阪市立工業研究所）

１ はじめに

関西がどんどん弱くなり、未来予想図が描けない。エレクトロニクスメーカーは大丈夫かと不安にな

る。大阪を中心に地域全体が負の連鎖に陥っているのではないか？

そんな中、大阪市立工業研究所（以下「市工研」）が平成 年 月に立ち上げた「おおさかグリー

ンナノコンソーシアム」では地域の産業価値を上げるため、いくつかの試みを行っている。現在（ ）

社、 大学 研究室がコンソーシアムに参画、市工研を中心に未来の可能性を予感させるいくつもの

研究クラスターを形成、 のプロジェクトが活動、製品化・事業化に向けた成果も着実に出ている。

本稿では、まずコンソーシアム設立の経緯と目的、次に活動を通じ試行錯誤の中で出来上がってきた

「出会い・連携・創造」の仕掛け、産学官連携による研究グループ・クラスター形成、プロジェクトの

創成、さらにコンソーシアム活動の成果と進化について述べる。

この中で、コンソーシアム活動を産学官連携と次世代価値共創への挑戦、イノベーションに向けた活

動という視点で検証する。地域再興の正の連鎖に繫がればと願っている。

 
２．おおさかグリーンナノコンソーシアムの活動について

２－１．「おおさかグリーンナノコンソーシアム」設立に至る経緯とその目的

平成 年 月より実施された「都市エリア産学官連携促進事業 一般型 大阪中央エリア 」 文部科

学省委託事業 は平成 年 月終了した。

「おおさかグリーンナノコンソーシアム」はこの都市エリア事業における産学官連携の成果を継承、

発展させる必要性に鑑み、大阪地域を中心に蓄えられたグリーン分野・ナノテクノロジー分野の研究と

産学官連携の枠組みをベースとして平成 年 月に発足した。

本コンソーシアムの目的は以下に示す活動を通じ、大阪地域を中心とするグリーン分野・ナノテクノ

ロジー分野のものづくり中小企業の支援、産業振興を図ることにある。

２－２．コンソーシアムの活動と体制

コンソーシアムは市工研

と企業の連携のみならず大

学や企業間の連携も含め多

彩な活動ができるプラット

フォームとして位置付けた。

活動はフォーラムの開催、

連携の核となる市工研技術

紹介のための展示会への出

展。各種情報提供、連携研

究に必要な競争的資金獲得

その後のプロジェクト創生、

運営支援など。

会員は企業会員、大学等

研究者会員、オブザーバー会員の３種。コンソーシアムが効果的に機能するため、企業出身者、大学関

係者等、有識者による年一度のアドバイザー会議も実施する。又、ナノテクという性格上、技術や市場

が世界に広がることを考慮、大阪地域の産業振興のためにも大阪のみならず広域の企業、研究機関、行

政機関と連携する。事務局は市工研に置き、コーディネータが担当することとした。

図１ おおさかグリーンナノコンソーシアムの活動と体制
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２－３．コンソーシアム活動とその進化の様子

コンソーシアムの醍醐味の一つは出会いにある。人・もの・技術・情報との出会い（出合い）は新

たな気づき、連携、そして想像力・創造力を触発、ものづくりやビジネスのヒントを芽生えさせ、共創

の界面を刺激する。以下、コンソーシアム活動とその進化の様子を示す。

①グリーンナノフォーラム（２回／年）

フォーラムはコンソーシアム活動の重要なイベントである。

第 回の設立大会から 年 月の第 回大会迄、フォーラムで

は外部講師による特別講演と市工研研究者による技術紹介を軸に会員

企業の技術紹介や 展で展示した市工研の技術紹介をポスター、

サンプル等を通じ行っている。

第 回よりコンソーシアムの発展状況、社会情勢に合わせ、フォー

ラムのサブタイトルとしてテーマを設定、それに併せた講演やイベン

トを企画している。テーマとしては単なる技術イベントとしてのフォ

ーラムにとどまらず、第 回ではフラウンホーファーとの国際連携を

視野に入れた企画（副題：ナノテクで目指そう世界のグリーンフロンティア）、第 回からは「イノベ

ーション」の一語をあえて副題に加え、少し将来の方向性をイメージしてもらえるように意識している。

国の政策との整合も考慮、第 回より近畿畿経済産業局から報告をお願いしている。外部の招聘講師

には産官学の発信力のある先生方に講演を願っている。ネタ出しはマンネリにならぬよう毎回

に腐心、「為になる」、「役に立つ」、「楽しい」フォーラムを心掛けている。

② 展への出展（１回／年）

ナノテク技術は世界に通用するもの、ニッチで市場価値のあるもの

しか生き残れないと思われる。都市エリア事業で行った 展に

おける展示を 年以降、市工研全体のナノテク技術シーズに広げ、

毎年 展に参加、ブースも ブースから ブースと増え、展

示は専門業者の支援も得て、市工研のナノテク技術ここにあり、と国

内外に示した。当初は創エネ、蓄エネ、省エネといったエネルギー関

連テーマを中心に、最近はそれ以外の成長分野関連も増えている。

市工研ブースに来場する人は着実に増えこの 年は 人前後。

ポスターと技術の見せ方にはかなり拘っている。同時開催のシーズ＆ニーズセミナーはナノテク技術

を纏め報告。ミニプレゼンでは個別テーマを詳しく紹介、固定客も増えている。市工研ブースへの来場

者は がピーク。現在、量から質へということで、テーマ展示に工夫を凝らし市工研の特徴である

受託研究に繋がるとかプロジェクト創生を視野に入れたものを考えている。予算的制約もあり、次回は

に参加せず、より川下の出口を意識した同時開催の新機能材料展 に参加する。

③コンソーシアム活動の進化と役割、方向を示した各種

活動の輪を広げ、効果的な産学官マッチングにつなげる為、カタログ、

ビデオを作成、折に触れ している。人・もの・技術・情報との出会い

（出合い）が新たな連携を、産官学の連携により生み出された創造的な

技術が成長市場に打ち出される様子を見えるように工夫した。そこでは、

コーディネート機能を数年の活動の検証の中でイノベーションを生み出

すカタリスト（触媒）として位置付けた。競争的資金確保の取り組みや

研究グループ形成、プロジェクの創生、更に新たに生み出された成果も

具体例として示した。

「あなたの会社にイノベーションと成長を！」というキャッチフレーズは進化した活動の中から生ま

れた言葉で、その後の本コンソーシアムを特徴づけ、その役割と方向性を示せたと考えている。

２－４．資金獲得と連動したクラスター形成、プロジェクト創成

産学官連携、研究開発、更にイノベーションに繋ぐため、研究の各ステージで資金が必要となる。競

争的資金獲得は極めて重要で、その中心的業務は研究者自らが行いコーディネータはこの支援を行う。

写真２ ｎａｎｏｔｅｃｈ展

写真１ グリーンナノフォーラム

図２ ビデオ・カタログの作成
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企業との連携テーマで、有望だが次の展開が見えないものがある。この可能性の芽を探索、育てる意

味で市工研独自の研究支援策として内部資金を活用した「グリーンナノコンソーシアム探索研究課題の

募集」を実施している。無料で企業の依頼に応えるものだがこの採択テーマが研究をアシストし、その

後の外部資金の獲得や受託研究にも繋がりプロジェクト創生、次の成果へと寄与している。

２－５．イノベーションの起点としてのコンソーシアム

コンソーシアムの中で、シーズとニーズが出会い、マッチングによる連携、研究テーマが生まれ活動

資金を得て、成長分野に向けて共創開発が行われる。出会いと連携、テーマの発掘はフォーラムや展示

会、更に普段の学会や研究会で行われる。産官、産産、産学官の連携はシーズとニーズの近接化、次の

技術・市場を見据えた混沌の中で創造の形を成す。連携から創造へのシナリオ、新たな胎動、イノベー

ションへのコーディネートは研究者自ら、そしてコーディネータがカタリスト（触媒）として関与する。

プロジェクト化はこれら全体を見据え成長のシナリオ、市場導入の絵姿を構想しつつ行う事になる。

２－６．成果の形、出口成果へのこだわり

平成 年 月のコンソーシアム創設以来、会員数は着実に増加、出会い・連携により生み出された

研究クラスターに基づくプロジェクト数は平成 年 月現在 となっている。

図５ 会員数の拡大 図６ プロジェクト数の増加

図３ コンソーシアム関連の資金獲得

図４ イノベーｼｮﾝの起点としてのコンソーシアム
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出口成果への拘りは毎年１回行っているアドバ

イザー会議でも指摘され、市工研関係者、大阪市

関係者いずれも方向として目指している。

又、本年は、フラウンホーファー との「連

携に関する協定」も締結、市工研は国際的広がり

も視野に新たなステージで展開している。

コンソーシアムとして自発性・自主性尊重、プ

ロジェクトとしての緩やかな縛りの中で共創の成

果は出つつある。価値共創は社会的要請やビジネス環境の変化も見据えつつ、しつこく進めている。

２－７．産学官連携による価値共創とイノベーションへの足掛かり

コンソーシアムの成果はプロジェクトに現れる。その運営はプロジェクトリーダーを中心に行うが、

適宜、該当部室長や役員の指導がある。コーディネータは全体枠組みの運営とプロジェクトの創生、研

究の各ステージで必要な支援を行う。コンソーシアムの のプロジェクトの中から産学官連携による

コンソーシアムを起点とした価値共創の代表的事例を下記に示す。それぞれにストーリーがあり、小さ

なイノベーションともいえるもので、社会を変える潜在的インパクトをもつものと考えている。

３ おわりに

おおさかグリーンナノコンソーシアムを事例としてコンソーシアム活動、産学官連携、プロジェクト

創生、そして次世代価値共創、とイノベーティブ価値創出への道を述べ検証してきた。

市工研の技術をベースとしつつも、間口は広く、技術と市場の可能性、発展的展開プロセスを見据え

た研究グループ・プロジェクト創生が次世代共創価値創出には欠かせない。他のプロジェクトにも世の

中を変えるビジネスインパクトを狙っているものが多い。それぞれのプロジェクトには核となる技術、

ビジネスプロセスが存在し、技術と市場に合わせたイノベーションと成長が期待される。技術を産み事

業を育て、成功に導くには課題も多い。単なるものづくりでは成功できない時代、サービスとの融合や

の活用等様々な工夫も含めイノベーティブな価値が生まれる。先を見据えた活動が大切である。

大阪発の面白い芽、日本のものづくりシリコンバレーを目指し、地域再興の一助となればと願う。
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